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年始にあたって （一社）帯広消費者協会 会長 丸谷 誠

新年あけましておめでとうございます。

昨年は、台風被害や地震の被害など大きな災害にみまわれた一年

でした。とくに胆振東部地震では、北海道全域が停電に見舞われ

るなど、過去に経験のない被害が発生しました。例年札幌で開催さ

れていた北海道消費者大会が、初めて名寄で開催されるという記

念すべき日であったにもかかわらず、中止を余儀なくされました。ま

た、長いところでは停電の復旧に２日ほど要し、我々の生活がいかに

電気に依存しているかを思い知らされた出来事でした。

また、消費者問題を振り返れば、特殊詐欺や悪質商法による被害は、減少傾向にあると

はいえ、被害件数、被害額いずれも深刻な状況が続いています。とりわけ、昨年２月に倒産

したジャパンライフに関する被害は、報道に接する限りでは、帯広市内にも複数の被害者が

いるとのことであり、被害額の大きさにも強い衝撃を受けました。

昨年も、相談センターには多数の相談がよせられました。このような現状をみれば、消費

者の権利擁護のための活動が重要であることを強く感じます。また、日々、相談窓口として

消費者の話に耳を傾け、時に業者と対峙する相談員が、消費者の権利擁護のために極め

て重要な役割を担っていることも言うまでもありません。相談員が最新の情報に触れたり、研

修を積み重ねる機会が多くあるほど、消費者の権利擁護につながりますので、相談員の一

層のスキルアップが求められると考えます。

ここ数年、会員減少傾向が続いておりますが、消費者の権利擁護のために重要な役割を

担っている協会活動の灯を絶やしてはならないと強く感じています。本年も会員の皆様のご

理解ご協力を頂きながら、協会の発展に尽力して参りたいと思います。
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● 当協会に登録を頂いております「協賛団体」の活動について、

順次ご紹介しております。

下記日程にて、地場産大豆を使用した「みそづくり講習会」を開催します。

初めての方でも簡単にみそづくりを体験できます。作る分量はご家庭でも作りやすい

2㎏となっております。お誘いあわせの上、是非ご参加下さい。

日 時：① 平成 3１年 2 月 １日（金）10：00～15：00頃

② 平成 3１年 2 月 1６日（土）10：00～15：00頃

場 所：とかちプラザ4階 調理室 (帯広市西4条南13丁目)

講 師：佐 藤 淑 子 氏

定 員：各日20名（＊定員になり次第締切）

参加費：800円（出来上がり2kg） ＊非会員は1,500円

持ち物：エプロン・三角巾・ふきん・昼食・筆記用具（必要であれば）

みそを入れる容器（容量3～4ℓのものを1個）

申込先：帯広消費者協会事務局 TEL 0155-22-7161

FAX 0155-66-5965

※ 詳細は、事務局までご連絡下さい。

平成30年度 「みそづくり講習会」ご案内
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5,815.00 4,797.00 7,157.27 9,471.00 7,776.57前　月 1,709.61 2,891.00 2,282.90 4,349.00

5,815.00 4,806.18 7,188.00 9,471.00 7,794.93今　月 1,716.95 2,891.00 2,284.74 4,385.71

プロパンガス（メーター買い）４店

１㎥当たり ５㎥当たり １０㎥当たり

最低 最高 平均 最低 最高 平均 最低 最高 平均

126.00 147.00 134.27

前　月 93.96 103.68 100.51 前　月 139.00 152.00 143.90

今　月 88.00 103.68 96.48 今　月

おびひろ消協だより「ささやき」

灯油（１㍑当たり）９店 ガソリン(１㍑当たり)11店

最低 最高 平均 最低 最高 平均

　平成30年度　『 地域消費者問題懇談会 』のご案内　

平成30年12月10日第362号の記事中(1P)、『「神野でんぷん工場株式会社」

へ工場施設見学に行ってきました!! 』において内容に一部事実と相違する部分が

ありましたので、次のとおり訂正させて頂きます。

● 訂正前：「なお、春に使用する芋は本州の新芋を使用するとともに、」

● 訂正後：「なお、製法は昔ながらの工程を維持するとともに、」

購入日

平成30年12月中旬～

平成31年1月4日まで
単位：円（小数点以下銭）

平成30年度 班長会議を開催します。

日時：平成31年1月22日（火）14：00～15：00

場所：とかちプラザ3階 特別会議室

内容：班活動の状況と班長会議の今後のあり方について

【日 時】 平成31年2月8日(金) 14:00～16:00

【場 所】 とかちプラザ4階 講習室402 (帯広市西4条南13丁目）

【主 催】 十勝消費者協会連合会

【演 題】 未来の地球と私たちの暮らし ～ 消費者として考える地球温暖化 ～

【講 師】 高桑 衣佳 氏

（気象予報士・防災士・北海道地域防災ﾏｽﾀｰ・地球温暖化防止ｺﾐｭﾆｹｰﾀｰ）

【定 員】 ７０名

【参加費】 無料

【申込先】 帯広消費者協会 ℡０１５５-２２-７１６１
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Ｑ

Ａ

平成30年12月相談件数 　協賛団体のご紹介（平成30年12月現在）

帯広市消費生活アドバイスセンター

（0155）22-8393室

① 判断力の衰えている高齢の父母のところに配置薬の業者がきている。先日

中身を確認したところ、同じ薬が１０箱以上も置かれており、すでに４箱も

使用していた。業者に対して規制はないのか。

② 実家で契約している置き薬の使用期限を見るとすでに期限が切れていた。

間違って服用しないか心配。処分してもいいだろうか。

配置薬については法律により定めがあり、販売業者は都道府県知事の許可を受

けることが必要で、販売員は身分証明書の携帯が義務付けられています。また、

薬箱には注意事項や業者の連絡先を記載した書面を封入することとされています

ので、問題がある場合はすぐ記載されている業者に連絡して対応を求めましょう。

談相

配置薬のトラブルについての注意点

累計件数

（4月～12月）

１，１６０ 件

12月

１１６ 件

当協会の目的と活動にご協賛いただいている協賛団体の方々です。

● 来海有起税理士事務所

● 帯広地方卸売市場株式会社

● 株式会社ズコーシャ

● ALSOK北海道株式会社 帯広支社

● 株式会社帯広ジャパン

● 宮坂建設工業株式会社

● 東洋印刷株式会社

● ㈱オカモトホールディングス

預かった商品に対しては消費者に薬の保

管義務が生じるため、勝手に処分をすると

代金を請求される可能性があります。販売

員の来訪が長期間ない場合や薬の使用期限

が過ぎている場合でも、自分の判断で処分

せず解約を申し出て引き取ってもらいまし

ょう。事業者に連絡しても対応が無い場合

などは居住地の消費者センターにご相談下

さい。
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